
　今年、平成２５年は昨年より一週

間遅く、大型連休明けに、「ヤマトシ
ロアリ」の群飛（スオーム）が、山陽
地域では始まりました。
　小さな生物では、花暦とその生態

がマッチしており、紫陽花の花が咲
くこれからのシーズンは、凶暴なシ
ロアリの、「イエシロアリ」の季節の
到来です。（写真は被害カ所の蟻道を
壊したところ、敵を警戒して顔を出
しているイエシロアリです。）

イエシロアリは何故怖いか。

　こちらの比較写真のように「イエ
シロアリ」（写真左）は、「ヤマトシロ
アリ」（写真右）の有翅虫と比べても
これほどまでに大きさが違います。　
「ヤマトシロアリ」と比べ、木材への
加害速度が格段に速く、どんどん勢

力を拡げます。勢力が拡大できるの

は、生き物に必要な水分を運ぶ能力

に長けているからで、在来工法の戸

建木造住宅の梁までも、二年もあれ

ばボロボロにして、家の強度をゼロ

にしてしまいます。（写真はイエシロア
リ被害によって、二階建て家屋の二
階部分を撤去された住宅）

イエシロアリはどこに住む

　シロアリは通常地中の奥深くに生
息し、その使命は倒木樹木などを土
に還す仕事です。材木などを食害し
始めて、エネルギーを溜めて増殖し、

そのコロニーがある一定の大きさを

過ぎると、有翅虫となって、空中に

飛び立ちます。ハネアリの見分け方
ですが、写真のように４枚の羽根が
全て同じ大きさであることが、シロ
アリの有翅虫の最大の特徴のある見

分け方です。

　シロアリが自宅に被害を及ぼして
いるかどうかが、年に一回だけ判る
チャンスが、この群飛です。大切な
家に対して、注意して観察を行い、

シロアリが群飛していないかどうか
を、確認してください。

PCO・フリーマインド通心
ペストコントロール事業を通じて

あなた様との良縁を育み、御商売繁盛のお手伝い

フリーマインド通心をご愛読いただき誠にあ

りがとうございます。このニュースレターは、

弊社で防除施工・管理施工させていただい

ているあなた様、また私共とご縁をいただい

ているあなた様にお届けしています。

※バックナンバーが必要な方はお申し出下さい　！

白神環境衛生消毒 検索
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『恐ろしいイエシロアリの現実！』の巻

（有）白神環境衛生消毒は、
特定非営利活動法人　介護高齢者
ドッグセラピー普及協会

の活動を支援いたしております。

（有）白神環境衛生消毒は、
公益社団法人　認知症の人と家族の会
の活動を支援いたしております。

シロアリ駆除のご相談は

086-264-1271へ！

「紫
あ じ さ い

陽花にまつわる思い出」
　
　こんにちは！害虫駆除研究家のフリーマインド

こと白神です。梅雨入りが発表されましたが、あ

なた様！お元気ですか？

　日
にち

々
にち

是
これ

好
こう

日
にち

の気持ちで、「雨が続くまた好い一日」

をお過ごしください。

　さて私の仕事では、生き物を相手にしている関

係上、花暦がとても重要になります。

　この時期、一口にシロアリと言っても、岡山では、

ヤマトシロアリと、イエシロアリが群飛します。

　厄介なイエシロアリは、紫
あ じ さ い

陽花の花が咲き始め

ると、岡山県沿岸部で群飛を開始します。

　紫陽花の開花は、業務繁忙期突入の号砲です。

　あなた様は、この紫陽花の本当の花をご覧になっ

たことはありますか。

　カラフルで小さな花弁が無数に集まり、手毬の

ように見えている

のは、実はガク片

にあたる部分で、

「装飾花」と呼ば

れています。

　これを掻き分け

た先の、小さくちょこんと咲いているのが「真花」

なのです。

　私は学生時代にヨット競技を楽しんでいたため、

方々の港に立ち寄りましたが、特に印象深かった

のは伊豆下田の、下田公園のアジサイ群です。

　海から下田港に舳先を向けて船を進めると、ポー

ト側（左舷）に下田公園が見え、紫色に染まって

いる様子がうかがえ感激したものです。

　今年はどのような現場で、紫陽花を眺めながら

駆除作業を行うことになるのか、今からワクワク

しています。

　目的もなく、行ったり来たりする所作を『うろつ

く』とか『うろうろする』とかと表現します。愛犬ブッ

チなど毎日『うろうろ』しているとしか見えませんが、

犬にも事情があってのことと、私は微笑ましく眺め

ています。

　そもそも「うろ」とは、仏教用語の「有
う

漏
ろ

」が起

因の言葉です。「漏」とは「もれるもの」であり、こ

れは心を乱すありとあらゆる迷いや欲望のことで、

「煩
ぼん

悩
のう

」を意味します。

　数
あま た

多の煩悩に惑わされ、あれこれ迷って、結局

どこに行くのか分からなくなってしまうその様子を

「うろうろしている」と言ったわけです。

　愛妻ケーコ先生はこの六月、約半月にわたって

「うろうろ」と欧州にお出かけになります。私はそ

のような、目的のハッキリしない「煩悩」ツアーの

内容を知りたいとは思いません。

　「煩悩」に満ち満ちた、後期中年女性の「ゴロツキ」

が、欧州を「うろつく」わけで、私にとっては「覚り」

の境地でケーコ先生に合掌して送り出すわけです。

　この外遊女性軍団ですが、花の都パリで「蝶
チョウ

」に

変身するのは難しいでしょうが、きっと「蛾
ガ

」ぐらい

には変身できるんだろうなと心ひそかに思う私でし

た。

　「さあ！今日も蛾に成る前の毛虫の駆除にでかけ

ようっと！！！」
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ケーコ先生とワンコのほのぼの日記

「愛犬ブッチも、
　愛妻ケーコ先生も『うろうろ』の六月」の巻


